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● 社会計画演習

より快適に、より安全に、そしてエネルギーをより有効かつ効率的に使
いながら自然と共生した活動を営む都市の創造を念頭に、市民と意
識を共有しながら、主体性を持って問題解決に向かうことができる。

実験・実習，演習，フィールドワークに
よる問題解決のための洞察力，システ
ム化力および計画的実践力の体得
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DP3（主体的な態度）

1 2
都市システムの変化と最先端技術の
情報を常に把握し，そこから得たもの
を活かし続ける能力の習得

技術者に必要な倫
理的意識の体得

DP1（知識・技能）
本学部の基本理念である『都市産業社会における市民と生産活動が融合する「まち」空間の創生と再生』の趣旨を理解し、本学部に関する専門知識と技術を身につけ、
都市が抱える環境問題をはじめ様々な課題の解決に向けて考動力を基盤に柔軟に対応することができる。そのために必要となる基礎学力・論理的思考力を有してい
る。

多様な情報を活用して専門的な判断ができる基礎知識の習得

環境都市工学部（都市システム工学科／都市インフラ設計コース）

● 共通教養科目

● 線形代数Ⅰ

● 線形代数Ⅱ ● コンピュータ科学Ⅰ

● 情報活用実習

● 応用解析学

● 統計モデル分析

● 技術者倫理

● 技術英語

● 都市システム工学セミナー● 都市インフラ設計実習

● 特別研究Ⅰ・Ⅱ

● 応用測量学

● 測量学
● 基礎プログラミング実習
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DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）
本学部の専門教育を通じて習得した、最先端の科学技術力
を発揮できる思考判断力を有し、同時に、グローバルな視点
から考察することのできる国際力を有している。

社会のニーズを把握で
きる観察力とコミュニ
ケーション能力の習得

技術が社会に及ぼす影響に関す
る情報を収集し，それらについて
論ずることができる能力の習得
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● デザイン実習

● 都市システム工学概論

● 地域再生（各テーマ）【2～4年次】
● 寄付講座（各テーマ）【1～4年次】
● 海外体験研修（各プログラム）【1～4年次】
● Architecture, Civil, and Environmental 
Engineering 【1～4年次】
● Climate Change and SDGs 【1～4年次】
● Engineering Communication 【1～4年次】

カリキュラムツリー

● 確率モデル分析

● 数値解析
● 知的財産権法

● 応用プログラミング実習

● 測量学実習

● 情報システム学

● 情報ネットワーク論Ⅰ

● 水理学演習

● 地盤力学演習

● 静定構造力学演習

● インフラ設計学

● 社会計画

● 環境工学

● 不静定構造力学

● 地盤力学 ● 水理学

● RC構造学 ● 応用地盤力学 ● 応用水理学 ● 環境計画学 ● 応用社会計画 ● 情報の数理

● 河川工学

● 海岸工学● 地盤設計学● 耐震工学

● 鋼構造学

● 情報ネットワーク論Ⅱ

● 情報メディアシステム● 最適化分析● コンピュータ科学Ⅱ

● 都市情報システム

● 信頼性工学
● 都市システム
  モデリング

● インフラ工学実験

● 環境工学演習 ● 景観デザイン

● メンテナンス工学

● データマイニング

● 地球環境システム

● プロジェクト・マネジメント

● 社会意思決定論

● アセットマネジメント

● 都市交通システム

● 都市システム計画

● 都市地域計画● 建設材料学● 静定構造力学


